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⇔目標量は既に達成し、今後も新長崎駅ピルや長崎スタ

ジアムシティプロジエクトの開発などにより、約2,400台の
整備が予定されている。

長崎市駐車場整備計画(素案)にっい

駐車場整備計画の位置付け

・長崎市駐車場条例

・長崎市建築物における駐車施設の附置及び管理に
関する条例(以下「附置義務条例」という。)

3)長崎市駐車場整備計画の変遷

長崎巾駐車場黎備計画」

計画期間:令和3年度から令和12年

駐車場法

禾吊では、昭和42斥に夏重場整備地区を都二宥哥画に是め、都市の発展にユこわせ1頂愛云ξ匙を証天L";1五晟、'斥1ι'現五'6駐軍場璽子・1極巨乙テ範面ε'Cそ6る:そ、1厄ヌ、、フ、、ξ、!ーー、ニ、ー;ー、、、;ー、ー、、ーニ:一夫r-
施策の一環として、駐車場整備に取り組んできた。これにより、駐車場供給量は充足し、路上駐車車両は減少するなど一定の成果があがってぃる。'"'

策定時(H6)の社会情勢

■ 1点集中型幹線道路網により、都暗βにおいて慢性的盆交通^力溌生
■モータリゼーシヨンの進により自動車交通の集中が増加
■観光客の多くが自動車により来訪し、

■駐車需要の過多や駐車マナーの問題も相まって、路と駐車が発生
■交通渋滞が慢性化し、六'の全がするなどな、

計画策定前における取組内容

即

長崎市第五次総合計画(改訂中)

・長崎市都市計画マスタープラン

・第2期長崎市まち・ひと・しごと創生総合戦略
・長崎市立地適正化計画

・長崎市公共交通総合計画

・長崎市第二次環境基本計画

・長崎市地球温暖化対策実行計画

・長崎市中心市街地活性化基本計画
・長崎市観光・MICE戦略

・(仮称)長崎市バリアア上マスタープラン・第2期
バリアア上基本構想など

整合

OS42年都心部地区 OS49年松が枝地区 OH6年住吉・浦上地区

型

OS45年附置義務条例の制定 OH5年附置義務強化と適用地区拡大
■公による血

地Xの

道

OS46年桜町駐車場 OS49年市民会館地下駐車場
■公によるν地辺でのバス.血' 白の整

OS51年松が枝町駐車場 OH2年松が枝町第2駐車場
白

システムの入 H4 ※H25 に

駐の止にするの定 H

の定

■
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辺において道
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全国において、自動車の急激な増加等にょり、中心部では渋滞の悪化が問題となっている中で、建築物

の密集により早期の道路拡幅が困難である一方、違法路上駐車が蔓延し、さらに渋滞を悪化させるという

悪循環が発生。
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乎成17年旦墨量L御8即0台

2,500

民間

<駐車場整備地区内における届出路外駐車場台数':'4の推移>

約9,800台(+1200台)
の整備

<基本方針>

1 公的セクター1こよる駐車場整備の推進

幹線道路の計画的な整備に加え、

※1 商業・近隣商業地域などにおいて、自動車交通が著しく幅襲する地区で、円滑な道路交通を確保す
る必要があると認められる地区で、都市計画に定める地区。

0

OH6年平和公園駐車場

止し
J^

にJ、

2 民間セクター1こよる駐車場整備の推進

3 既存路外駐車場の有効活用の推進

4 原因者負担の原則に基づく附置義務制度の充実

<路外駐車場の整備目標>

■目標年次平成17(2005)年

整備(H5年度)

整備目標(H17年)

内訳

言の

「長崎市駐車場整備計画」(平成6年策定、平成14年最終改訂)
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この

※4 駐車ますの面積の合計が50om2以上(駐車台数40台程度)
有料駐車場の合計でコインバーキング等の小規模なものは除く。

(× 1年法改正にり義務ではなくなった)

に工し"オ
^

地方公共団体等において、民間との適正な役割分担の下、一時預かり駐
場の整備を推進する。

駐車需要に対応した民間による路外駐車場※2の整備を推進する。

駐車場案内システムの拡充等により既存路外駐車場の有効活用を進める。

附置義務制度※3の充実と適切な運用を図る。

※2 道路の路面外に設置される駐車場で、不特定多数
の利用者が利用する駐車場。絹極駐車場、社員専
用駐車場などは除く)

'、

※3 一定の地区内において、一定の規模以上の建築物
を新築等する場合に、建築物の規模や用途に応じた駐
車施設の設置を義務づける制度。駐車場法の規定に
基づき、地方公共団体が条例によりこれを定めることが
できる。
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1 人口減少・超同町化社会の進行

600,000
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H2S60 H7 R2 R7 R12 R17

(0~14歳)年少人口 生産年齢人口(15~64歳)院勿老年人口(65歳以上)

【出典】長崎市統計年鑑ほか、国立社会保障・人口問題研究所

自動車保有台数の伸びの鈍化

30

1

20

69

2)
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210,000

190,000

170'000

150,000
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32.6%

⑧近年の国の駐車場施策の動向

人口減少や自動車保有台数の伸びの鈍化等を踏まえ、これまでの量的な駐車場施策から、まちづく

りと連携した'施に推する必を打ち出している。具体的には、まちの将来像を踏まえた都

市空間のあり方、そのために必要な駐車場の供給量の適正化、場所、配置のきめ細かなコントロールと

いった様々な側面から駐車場施策を展開するため、ガイドライン等により、施策の転換を促してぃる。
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35.0%

~駐車場を取り巻く状況の変化~

36.フ%
38.1%

^保有台数

2

402%

52

.

41.2%

.

2

94

45.0%

40.0%

35.0%

30.0%

25.0%

20.0%

15.0%

10.0%

50%

00%

0

ノ 91

増減率

S63 H2

6 11

市内主要地点の交通量の減少傾向

位置

新大工町
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赤迫町

大橋町

松山町

松が枝町
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【出典】長崎県統計年鑑
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^10万トン超 バス駐車台数(千台)7万トン超10万トン以下 r勿勿7万トン以下

【出典】長崎港湾漁、港事務所HP (クルーズ客船寄港数のみ)

「ネットワーク型コンバクトシティ」の都市づくり

「ネツトワーク型]ンパクトシティ長の都市づくりに向け、居住・都市機能を安全で利便性の高い区

域に誘導するための容積率緩和や公共交通の維持・確保に向けた取組みが進められており、駐車場の

分野においても、まちづくりの方針に沿って、民間事業者が土地利用の転換を図りやすぃ環境づくりや公

共交通の利用促進に貢献する取組みが求められている。

環境問題の顕在化・深刻化

環境問題が顕在化・深刻化する中、長崎市地球温暖化対策実行計画において、温室効果ガス削

に向け、交通分野においても積極的な取組みが求められている。また、本市においては、2050年までに

温室効果ガス排出量実質ゼロをめざす池ロカーボンシティの宣言を行ってぃる。

50

※市営駐車場におけるバス駐車台数
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近年は、コロナ
により減少

H17年度

34,171

16,670

54,768

19,474

36,751

35,599

39,439

37'133

単位:台/12時間

H29年度

30,058

12,754

42,386

12'406

33'553

39,043

39,043

27,921

【出典】道路交通センサス

50

40

ICT (情報通信技術)の発達

ICTの発達により、1CTを活用した駐車場運用や駐車場に求められる機能が多様化している。
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~駐車場実態調査の結果~

四輪車駐車場の供給量の充足

<四輪車駐車場の需給バランス【平田>旺,〔.堰叉飯頁査,;':

駐車場需要量駐車場供給呈(ます50or6末満)駐車場供給(駐車ます500市以上)
【R12年雌計)】
供給、 20,056台【R2年】H24年】

3,00012,986台需要鼻

7ρ70台差需要量10,021台、需要量11,254台、、
差 6,146台'、差 5,461台'、

、
゛

、

ゞ'風 2,500、

劃

25,000

20,000

15,000

【H6年】

需要量4467台
差 951台

10,000

【H19年】

需要 9β98台
差 4,689台

5ρ00

推計 推計

⇔四輪車駐車場の総供給量は充足し、地区別に見ても概ね充足している。

荷さぱき車両の路上駐車
<路上駐車車種別割合(令和2年)>

If653

H19年

ーー昆.,

ユ.フ

150

<四輪車駐車場の需給バランス【令和2年平田(地区別)>

2,5α)

2,0(め

1,5伽

1,0(X)

平日

H24年

100

凪釦.鳥
50

<路上駐車台数(令和2年(平日))>
乗用車タクシー貨物車その他

2ρ00

4.6

つ貨物車(荷さぱき車両)の路上駐車の割合が半数程度を占め、乗用車を上回る地区も多い。

1,500

休日

ピーク時駐車需要

15.4●b

1,000

500

乗用車

貨物車

供給

タクシー

その他

江元
戸船

二輪車駐車場の供給量不足

<二輪車駐車場の供給状況(令和2年(平日))>

ピーク時駐車需要供給量

450

400

350

300

200

150

100

50

^

R2年

玉銭住
園座吉

8,0〔χ)

5α)

才二輪車駐車場は、依然として多くの地区で不足している。

路上駐輪計

71337

2,0(幻

^三枯Ⅲ駐Ⅲ場台数

ユ,203

4,798
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4 駐車場の散在

<駐車場の配置状況>

<都心部周辺>

~駐車場実態調査の結果~

<北部地区>

10台未満

10台~20台未満

20台~30台未満

30台~40台末満

40台~50台未満

50台~60台未満

60台~70台末満

70台~80台未満

80台~90台末満

90台~100台未満

100台以上

凡例

<駐車台数別割合>

H19年度以前に整備された駐車場

H19年度以降に整備された駐車場

ず

平成19年 46.49,'0

<駐車場散在の事例>

^

',●■

.π・キン,

<駐車場用地への転換事例>

^

但塵鬼窄

令和2年

<駐車場散在による影響のイメージ>

62,0ψ0

0

立?2-5 ^

ι

゛

^^

<負のスパイラルのイメージ>
1駐車需要に応じた
駐車供給の充足

【出典】まちづくりと連携した駐車場施策
ガイドラインH307 (国士交通省)

恒H氏未利用地の発生、駐車場と
なりさらに駐車供か増加

●建物毎に駐車施設の設置を求める附置義務制度や低未利用地の駐車場転換により、駐
車場の散在が発生している。

●供給量充足下における低未利用地の駐車場への転換は、個々の駐車場の稼働率低下の
みならず、まちの魅力低下や市街地への投資減退により、さらなる低未利用地の駐車場への
転換となる「負のスパイラル」の発生が懸念される。

3各駐車場の利用率減少、
まちの魅力の低下

11'..4市街地への
投資減退

【出典】まちづくりと連携した
駐車場施策ガイドライン

H307 (国土交通省)

②低未利用地等が駐車場となり、
駐車供給量の増加が継続
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従来の基本方針

公による駐車場民間による駐車場
整備の推進 整備の推進

既存路外駐車場附置義務制度
の有効活用 の充実

⇔駐車場総量確保を中心とした取組み

状況の変化

人口減少 ネツトワーク型
超高齢化社会 コンパクトシティ

自動車保有台数 環境問題
伸びの鈍化 顕在化・深刻化

交通
ICTの発達

減少傾向

観光パス 国の駐車場施策
駐車儒要増加 の動向

駐車場実態調査

四輪車駐車場の供給は充足

=四輪車駐車場の総供給量は充足し、
地区別に見ても概ね充足。

荷さぱき車両の路上駐車

斗貨物車の路上駐車が多い。

二輪車駐車場の供給不足

=二輪車駐車場は、依然として多くの地
区で不足。

「長崎市駐車場整偏計画」の基本方針~

長崎市第五次総合き十画(則期基本・十画【令和4年度~令和7年度】
基本施策 個別施策

交流のための都市機能を高め、賑わいを創出
■交流のための都市機能を高め、安全安心・快適な滞在環境の整備を推進しますし、観光まちづくりを進めます

脱炭素社会の実現を目指します ■地球温暖化対策の取組みを進めます

暮らしやすしロンパクトな市街地の形成 ■安全で暮らしやすい場所に、居住及び都市機能を誘導・維持します

車や公共交通による移動の円滑化を図ります■公共交通を維持します

安全・安心で快適な道路・公園をっくります■だれもが安全・安心で快適に利用できる道路をっくります

1だれもが利用しやすい駐車場の普及

2 1

上

3 新たな機能付加による駐車場の有
効活用

本市の駐車場に関する課題

課通1 目指すべき都巾つくJとの整口

0駐車場の散在が歩行空間等の分断やうろっき車
両の要因となり、配置の適正化が必要。

0附置義務制度が土地利用のハードルになっており、
駐車場分野からも、まちづくりの方針に沿った、士
地利用がしやすい環境づくりが必要。

0公共交通の重要性が益々増大しており、駐車場
分野からも、公共交通の利用促進に資する取組
みが必要

駐車場の散在

=建物毎に駐車施設の附置を求める附
置義務制度や低未利用地の駐車場転
換により、駐車場が散在。

市政モニターアンケート

Ⅱ副駐車場が見っけにくし、と感じる地区は

・浜町・銅座・思案橋周辺約34%
・長崎駅周辺約37%

※回答者数に対する割合(複数回答)

Ⅱ田買い物やレジャーに行く場合、どのような
条件であれば車を使わずに目的地に行くか

・徒歩で行ける範囲の目的地約59%
・目的地に公共交通の停留所がある約44%
・自宅、目的地共に公共交通の停留所に近し
約41%

※回答者数に対する割合(複数回答)

自由意見

・「駐車料金の高さ」や「駐車場の利用のしに
くさ(狭さや入りにくさ)」に関する意見が多

2 観光・イベント需要等への対応

0バス駐車需要が増加しており、松が枝2バース
などを見据えた対応が必要。

0イベントなど特定の交通重要への対応が必要

3 環境問題への対応

0環境問題が深刻化しており、温室効果ガス削減
に向けた取組みが必要。

荷さぱきスペースの不足

0道路上での荷さぱきが通行の妨げになっており、
安全安心な通行や荷さぱきのため、荷さぱきスペ
スの確保が必要。

二輪車駐車場の不足

0多くの地区で、二輪車駐車場が不足しており、供
給量の適正化が必要。

長崎市駐車場整備計画(改版)の基本方針と検討施策

【基本方針1】都市づくりと連携した駐車場施策の展開

0「ネツトワーク型コンパクトシティ」の実現に向けて、駐車場分野から施策を展開します。

基本施策A 個別施策

1駐車場の需給バランスの適正化①四輪車駐車場の附置義務台数算定基準の原単位の見直し

①附置義務駐車施設の隔地の弾力化

②駐車場配置適正化区域の活用

③路外駐車場配置等基準の活用

①商業施設駐車場等を活用した郊外型パークァンドライド等の展開

②公共交通の利用促進に資する附置義務台数緩和制度の創設

(案)

●二次交通の充実

6 駐車場のバリノ

0超高齢化社会の進行やユニバーサルデザインの必
要性を踏まえ、誰もが利用しやすい駐車場整備が
必要。

2 駐車場の配置の適正化

●電気自動車の充電インフラの整備

●安全で暮らしやすい場所に、少しでも多くの住宅や
オフィス、店舗などが立地しやすい環境を整える

■公共交通を維持、公共交通の利便性を確保

●適正な駐車対策や駐輪場の整備

3 公共交通との連携

キーワード

7 1CTの活用

0ICTの発達により、駐車場に求められる機能が多
様化しており、1CTを活用した多様な二ーズへの対
応が必要。

基本施策B

1荷さぱきスペース等の確保

2 二輪車駐車場の確保

【基本方針2】多様な駐車需要への対応

0多様な駐車需要に対応した施策を展開します。

個別施策

①道路空間を活用した荷さばきスペース・タクシーベイの確保

①二輪車駐車場の総量確保

②二輪車駐車場の附置義務制度の創設

③四輪車附置緩和と連携した受入環境の整備

①観光バス駐車場の総量確保

②バス受入れ時間の平準化

③イベント等におけるパークァンドライド等の利用促進

3 観光・イベント需要等への対応

【基本方針3】駐車場の質の向上

I C丁の活用等により、駐車場の質の向上を目指した施策を展開します。

個別施策

①車いす駐車施設やダブルスペースの確保

②車いす駐車施設の適正利用に向けたマナーアップ運動の実施

CTの活用等による利便性の向①駐車場案内システム等の活用

②キャッシユレス決済への対応

①充電施設等の設置促進

②駐車場への力ーシエアやシエアサイクル等の設置

0交通弱者や環境への配慮、

基本施策C

駐
車
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の
総
量
確
保
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ち
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駐
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~個別施策(抜粋)

【基本方針1】都市づくりと連携した駐車場施策の展開

0「ネツトワーク型コンパクトシティ」の都市づくりと連携した駐車場施策を展開します。

【基本施策A I】 【個別施策】 【基本施策A 2】 【個別施策】
駐車場の給パランスの適正化 1四輪車駐車場の附置義務台数算定基準の原単位の見直し 駐車場の配の適正化 1附置義務駐車施設の隔地の弾力化

B見1幻 【対策】 【現状】 【対策】

■附置義務台数の算定基準である原単位は、 ■建物用途ごと1こ異なる駐車需要を適切に反映
■交通の安全や円滑化、土地の有効利用に資す■附置義務制度は、原則、建物ごと1こ設置する「特定用途※5」と「非特定用途※6」の2つの区 した原単位の見直しを検討し、建物用途に見 る場合にも隔地駐車場'・'8を認めるなど、隔地駐必要があり、結果として、沿道の多くを駐車場が分で設定しており、商業施設や事務所、ホテル 合った供給の適正化を図り、土地利用がしや 車場の弾力的な運用を検討し、駐車場の集約化占めてしまう。は同一の駐車需要が生じるとみなされている。 すい環境づくり等を図る。 や建設コストの縮減、にぎわい創出等を図る。

※5 駐車需要を生じさせる程度の大きい用途のことで、百貨店その他の店舗、事務所、ホテルなど。 ※8 建築物又は敷地内に駐車施設を設置することが困難と認められ、当該建築物の敷地からおぉむね30om
※6 駐車需要を生じさせる程度の小さい特定用途以外の用途のこと。住宅、学校など。 以内に設置した駐車施設のこと。

^

地区

対象となる

建築物の規模

く現在の本市の附置義務条例※7の原単位(荷捌き駐車施設は除<)>

駐車場整備地区、商・近隣商業地域 周辺地区

特定用途延べ面積+非特定用途延べ面積XO.5 特定用途延べ面積
> 1, o o o m 2 > 2, o o o m 2

^^^ ^^^^^^

特定用途に 、疋用灸'に
供する部分 供する部分1

15 0 m2毎に 1台

原単位

※7 一定の地区内において、一定の規模以上の建築物を新築等する場合に、建築物の規模や用途に応じた駐
車施設の設置を義務づける条例。

40 o m 2毎に 1台゛ 1 5 0 m 22/ーー"、

ーーーーーーーーー.L-ーーー

^^^^^^^■^^^^

〆ー

^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^

地区

<参考国が示す原単位の目安値>

駐車場整備地区、商業・近隣商業地域

百貨店その他の Z画1事務所の用途に
J、

店舗の用途に供
供する部分

する部分

^^^^^

^^^^

20om2 20om2 1 450m

毎に1台毎に1台 11 毎に1台

才

〆^^

条件

f 隔地距離

、ーーー

非特定用途にっいては、附置義務制度自体を対象外にすることも含め検討する。

^^^^^^^^^^

^^^^^^^

^^^^^

建物の構造または敷地の状態その他特別の理由により、建物または建物の敷地内に駐車施設
を

非特定用途に
供する部分

<現在の本市の隔地駐車場の条件>

することが

稼働寧上昇、収益UP

建築物の敷地からおおむね30om以内に設置

周辺地区又は自

動車'、くそう地

区

特定用途に
供する部分

^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^

第30条(駐車施設の特伊D

(前略)六'の全び'ヒは土のな1 にするものとして市長の認定を受けて当該建
築物の敷地以外の場所に駐車施設を設けたときは、当該建築物又は当該建築物の敷地内に駐車施設を
附置したものとみなす。

と.、められる日ム

、

<国の標準駐車場条例(平成30年7月)>

^^^

^^^^^^^

IF部分を駐皿場に
せぎるを得ない

^^^

<隔地による附置義務駐車場集約化のイメージ>

0,回回
^,回口
^,

利便性がいけど地
下にせざるを得ない

既存駐車場の稼働率低下

^

^^^^^

【出典】まちづくりと連携した駐車場施策ガイドライン(国土交通省)
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【基本施策A-2】
駐車場の配の適正化

B則幻

■まちづくりの方向性や将来像とは無関係に駐
車場が配置されている。

制度
目的

【個別施策】
2 駐車場配置適正化区域の活用

【対策】

■「駐車場配置適正化区域」や「路外駐車場配置
等基準」を活用を検討し、まちづくりと連携した駐車

場の配置の適正化や歩行環境の改善を図る。

<駐車場配置適正化区域とは>

■立地適正化計画に定める、

制度
概要

■駐車場の集約化により、自動車交通を整序しハーの{全
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

t 駐車場配置適正化区域'
1 (駐車場の配置適正化・集約化を図る区域) 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

⇔建物毎に設けることとされている、署

^ <将来都市構造図>

'.

巳 X

き

を

~個別施策(抜粋)

【基本施策A
駐車の配

都市機能誘導区
域を設定する拠点

励昆量郎

^

醒・朗.升豊.桑庫ι^^

-0電●',1皇亀珪

とした制度

倉"叶

北卸血或

生翠丘

十

を、言

<区域設定のイメージ>

密訂囲

圏

蒙獣盡豁':"
^・悼^■●脅翻里異'^

、

を

^^^

●卓曳摩

'与町

することを、としている。

集約駐車施設

言こ '、できる

地域

全ぎ玲珪嶋卓

仙向史●包

炉王亀

苔心酬

邦心皿釦姑

地耀昌点

生恬地伍

市両弛

峰地

1

,J

り共宝蓋遷凱姑

件鳳道路

嚇唾遡lt怖馴卸

長嫡断幹課

^高蚕自血埠道

献島

【個別施策】
3 路外駐車場配置等基準の活用

<路外駐車場配置等基準とは>
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

じ,^語需悪雫露瓢鴎汁瑚眸卵跨鉾^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

⇔従来、届出対象でなかった小規模駐車場や無料駐車場に、駐車場設置前に届出を
課すことができるようになり、「駐'B署基S に適厶しない場厶は勧告をー
うことかできる。

〆

阜,■二

■里冨

2】
の適正化

重憾赴蛙載'

々

ず

圏

制度
概要

駐車場配

適正化区域

^

ネ

衆畠地域

■,上晶套●

■■1呈ι亀.■電ネ゛'゛』゛噛卑

早」●^里,尋卑劃■

南昔岫撃裾'

魯0田琵卦

侮0註

【出典】長崎市都市
計画マスタープラン

集約駐車施設

ι゛^^^゛●.^

゛汽鴇

mⅡ
^

f

踴

こコ

囲

^

島外駐享堤の設置を抑制,る

歩行看尊用道路

自動車集中とともに、買い物客等の往来が予想
され、 日へ目かう と朱'ーとの六ヨ壮

が生じる奥れが古いエリアを'定すること。

駐車場の規模湘 有料駐車場

~条例で定める規模未満

条例で定める規模以上~50om2未満

従来の届出対象50om2以上
※駐車場法に基づく届出

※9 駐車の用に供する部分(駐車ます)の面積のこと。

..■■

ロロロ[戸
ロコロロ

駐車場配適正化区域

<配置適正化のイメージ>

幽舮

X

,{

才

<路外駐車場配置等基準による届出対象駐車場>

路外駐車場駐車場の種類

<凡例>

ι七モフ:路外駐車場

約駐車施設

.叩,:路外駐車場の配置適正化

:附置襲務駐車施設の集約化

'

【出典はちづくりと連携した駐車場施策ガイドライン(国土交通省)

定の意

【出典】H26標準駐車場条例の改正に関する技
術点助言(国土交通省)

[コ

や 辺を,、定。

^

■歩行者交通量の多い道路に面して出入口を設けないこと。
■交差点や横断歩道の側端から5m以内には出入口を設置しないこと。
■歩行者交通の多い横断歩道や交差点の近傍に出入口を設置しないこと。
匿ハーモニカ型構造の駐車場は設けないこと。など

翫一区三ヨ

<路外駐車場配置等基準の例>

ノ

無料駐車場

X

^

新たな届出対象

距則出入口を註廿な1

ノ 、

由入り口

゛庁老の画行至が多L ゛迦'"以下

店舗等

^

ハーモニカ型桜造の駐車場は
設けない。

【出典】和歌山市駐車場配置適正化条例

やむを瑚ない嶋合
出入口幅のと殴モ鰻定

、

歩行者の'行量が

X

遡_{多ひ歩道

駐車場内で転回することができず
後退しτ入届または出匝する必要
のある駐車場

゛

口

玉

幣

.

囲
囲
図

国
口

*
回
囿



【基本施策A-3】
公共交通との連携

【現状】

■平和公園・松山地区の公営駐車場を活用
したパークァンドライドの取組みを行っている。

<現在のバークアンドライド施策>ノ

~個別施策(抜粋)

【個別施策】
1商業施設駐車場等を活用した郊外型パークアンドライド等の展開

【対策】

■郊外部の商業施設駐車場等を活用した郊外型
パークアソドライド等の実施を検討し、公共交通機
関の利用促進や交通渋滞の緩和、温室効果ガスの
削減を図る。

<商業施設駐車場を活用したパークアンドライド>

平和公回駐垂珊

入口

g゛;,.器、
住寺佐世保

大揖

圃^^

県営野昧場駐所鳩
^ 鳳営野球坦

"ス 3E自
首週塩旦窒音

、

バス,0台
牲当庫空B尋台

^^^^

、

"

【基本施一3】
公共交通との連携

B見1幻

■本市の附置義務条例は、適用地区内でー
律の原単位により附置義務台数を算定し、附
置義務駐車施設の設置を課している。

松山団駐Ⅲ場

f

、

山

^^^^^^

'くヨ目

国道2聞号

天神・博多への過助・遡学に鉄道をこ利用される方へ

/EeN MALL
イオーノモー1υ筑紫野^

^

C-

怯、忠阜井゛な0我,が、一分捻掌0醜塵^

【基本方針2】多様な駐車需要への対応

0多様な駐車需要に対応した駐車場施策を展開します。

【基本施策B-1】 【個別施策】
荷さぱきスペース等の確保 1 道路空間を活用した荷さぱきスペース・タクシーベイの確保

【現状】 【対策】

■荷さぱき駐車施設の附置義務制度を設けてい
画廃止されたパーキングメーター・チケットを荷さぱき

るものの、荷さぱき車両の駐車は既存建物による
スペース等に転換するなど、道路空間を活用した荷ものも多く、依然として荷さぱき車両の路上駐車
さぱきスヘース等の確保を検討する。が目立っている。

<パーキングメーター・チケットの廃止箇所>〆<道路空間を活用した荷さぱきべイ等> ^ー.、

【個別施策】

2 公共交通の利用促進に資する附置義務台数緩和制度の創設

【対策】

■公共交通の利用を促進する取組み等が行われる
場合には、附置義務台数を緩和するなどを検討し、
建物の立地特性を反映した駐車場の供給を図る。

交遡塾滞にイ3イ3せす、スムーズに客勧'

-0亀

<公共交通と連携した附置義務台数緩和の事例(金沢市)>

ノ

■■●血'"

イ諭ンモー轟^皐

.

綴和基峯l n)
公共交通の利便性が高い

.
^^

りつ,レ腐

^

偉号冨t

駒30"
^

まちなか駐埋区域

OM写皐

美特重で

艶25"
^^

'.

【凡例】

羅和基皐1 0

級和基峯1 住

利便性の富いバス停

■^

"2,.10.1

'^闇

、

所

"^

●:■0、含■^拝鳳●胃

■紅宴当■
隻署70昔

韻和

好嵩し

^

【出典】福岡市HP

な、場

ケ壮

■公共交通の利便性が高いエリア※10での

昆望町

設の附置義務台数を緩和

■周辺の交通環境の保全上支障がなく、
かっ、公共交通利用の促進または利便の

増進に資する措置が講じられている場合。

【公共交通の利用促進等を図る取組み】
●バス待ち環境の整備(待合スペースやべ
ンチの設置)

●パス券、タクシー券の配付
●施設専用バスによる送迎

●施設入居者のマイカー通勤の原則禁止
等

※10公共交通の利便性が高いバス停から半径約
20omおよび駅から半径約50omの範囲内

新築で、施

昏尊坑

隹

極場商

みが'ーわれる'ムに、駐車施の,

片脅

き

壁六■下

広顎

^

への公共交通り

【基本施 B-2】
二輪車駐車の確保

B見1幻

■二輪車駐車場の整備台数は増加し、路上駐
輪は減少しているものの、依然として多くの地区で
二輪車駐車場の供給量が不足している。

^

中央橋付近での事例

されます。

、

時凋^

'、駐血鵬悶け"0"早内τ官"0分妄五えτ電卑サ●と畦阜違旺=しり享,

'、'=

f■,"ご::'ニ"":'"ツ

尾■島"忌。゜:

、'、i寺11、、 1L ",,",ミミ:゜ 1
生'動.

r

プ(甚筒市中0

・平成14年に附置務条例を改正

1輩鳥1な丘4倫恩雫翁,芋'誇"'博藷、俸座;才V雫'阿;'倫'机寧1こ五い 冴ター1Vが適用2

<四輪車の附置緩和により、二輪車の受入環境整備を促進する事例>

【東京都の事例】

【個別施策】

2 四輪車附置緩和と連携した受入環境の整備

【対策】

■二輪車駐車場の新たな附置義務制度導入も視野
に入れっつ、駐車場設置者の負担軽減などから、
様々な事例を参考に受入環境の整備促進を検討す
る。

ノ

一附義務の緩和(300市→350rrfにつき1台(区部の共同住宅)等)
一既存建築物についても附義務を緩和し、備蓄倉庫や駐輪等への転用を可能に

閉β覇市の事伊1】

^

令和2年度末をもって全て廃止 1-""乢

ー、

ノ

Q自動一、自転等のをした際の自

てください。

今自動二輪車を附置する場合は、

自転車等を附置する場合は
、

^ '

ノ

6厶こつキ

'、ー

^

台数の緩和について
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、
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【基本施 B-3】
観光イベント需要等への対応

【現状】

■クルーズ客船寄港数の増加に伴い、バス駐車
需要が増加し、ピーク時には駐車待ちが発生して
いる。また、駐車場利用時間には偏りが発生して
いる。

〆

0平和公園駐車場 H29.10.19 (木)

7時8時9時10 11時12時13、

駐車台数① バス駐車ます

1 入庫

出庫

【個別施策】
1観光バス駐車場の総量確保

2 バス受入れ時間の平準化

在庫② 10 35 55 55 55 55 55

②/①(%) 00 31.3^^1719179 7

0松が枝町駐車場 H29.1025(水)

<バス駐車場の稼働状況(平成29年度)>

1^ 7時8時9時10時1時12時13時'時^16時17時18時
駐車台数①バス駐車ます16台
入庫 12 B 7 5 5

出庫 18 17 10

在庫② 11 6 1610 05

②/①(%) 68.80.0 37.5 625 1000 313 0.0 0.0

゛1

、

【対策】

■郊外部の道路残地等を活用した、バス駐車場
の総量確保や、駐車料金上限金額の見直しや
駐車場予約システムの導入等による、受入時間
の平準化を検討する。

●'●「●●゛゛●'昌'●旦巨●胃r

~個別施策(抜粋)

y

i,'i'亜
寺●棚

^^

1時間未満

1時間以上2時間未満

2時間以上3時間未満
時間以上

き十

「戸

14時

32台

15時16時17時18時19時

"電一^" 1
ピ^'

^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^

<駐車時間の割合(平成29年度)>

平和公

H29.10.19 木

駐車場名

バス駐車
台数

入出庫
時間

18 17

112.5 ^ 1063 106.3

1063 65.6

<バス対応公営駐車場の概要>

市営松山町市営松が枝町市営松が枝町第2

10 16 12

7時~20時7時半~22時 7時~20時

最初の1時間 30分毎 ・最初の1時間
1'500円 750円 1'500円

1時間超1時問超 ・その後30分毎

2,090円ι上限)12,090円(上限) 750円

●土交毛唇

,市営平和公園

32

^

"^

<駐車場予約システムによる受入れ時間の平準化>

S丁E PI

●^●●◆●..

●^●^●●●

駐車料金

^

^

12.5

__し出』亀」邑主套通貧バンフレツト

、ーーーーーーー^ー

備考

ST乍Pユ

0.0

345%

17.6%

70%

40B%

100%

S1匠 P5

【基本方針3】駐車場の質の向上

0交通弱者への配慮やICTの活用等により、駐車場の質の向上を目指した駐車場施策を展開し
ます。

松が枝町
H29.1025

予約手続き

予約証発行
住YEB上

「ーーー豆〒モ^

=,.゛ーニ
●卑卑

【基本施策C-1】
だれもが利用しゃすい駐車場の普及

車場

水)

7時~19時

・最初の1時間

1'500円
・その後30分毎
750円

・入出庫時間は時
期により変動あり

ーー'

^^^

仮予約完了
一確郷・臓但

予約証を出力

B捌幻

■バリアフリー法や附置義務条例により、
要件に該当する駐車場を新た1こ設置す
る場合には、車いす使用者用駐車施設
の設置が義務付けられている。

「ー^

^^^^^^^^^^^

.

【出典】台東区HP

55,19"

203ツ

439'

203ツ

100ツ

駐糊金をお支払い

予約完了

閏

.ーーーーーーー、

^

予約証を

70ントに掲示

「ーーキT^1

県営常盤(南側)

98

^^^

24時間

・30分毎
600円

・2時間超
2,400円(上限)

・クルーズ客船入港
日は、クルーズ客船
のバス専用駐車場

【個別施策】
1 車いす駐車施設やダブルスペースの確保

2 車いす駐車施設の適正利用に向けたマナーアップ運動

【対策】

■車いす使用者用駐車施設と併せて「ダブルスペース」の設置
促進に向け検討を行う。また、要件に該当しない駐車場や既存
駐車場に対しても、車いす使用者用駐車施設等の設置促進や、
車いす使用者用駐車施設等の適正利用のためマナーアップ運
動の実施に向け検討する。

<ダブルスペースとは>

ダブルスペースとは?

、*に●須の
帽の広い駐事ス尾ース

2種頭のスペースを設

廊、幅を

ス代ース

k^

^

孝

一邑

としない高
のための

【出典】国土交通省パンフレット

M^1

^^●

<マナーアップ運動>
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【基本施策C-2】
ICTの活用等による利便性の向上

P則幻

■駐車場が散在し、駐車できる駐車
場が見っけにくぃ。

<駐車場案内システム>
卓舶牢寅.亀■廟^^を馳■"§

、^?Eom J ↓1'1
盛行方顕

ヲ瑞痔加
空状畏マッブ

畔?割麺9動

ヲ擶ぞ鮎" 島

ヲ M *.
甲首喉

.

ヲ船亀,

^^ー

個別施策

1駐車場案内システム等の活用

【対策】

■駐車場案内システムである「とむ~で.com」や長崎駐車場
マップ等により、適切な案内を図る。

長崎市駐車場整備計画<改訂版>の原案

西1,辱,月高,"" 0●

異温駐皐

防電子ス'

交通

●長崎駐車場整

【出典】長崎サービスアンドディベロップメンツHP
^

、

^
^

【基本施策C-3】
新たな機能付加による駐車

^

酷竃

【現状】 【対策】

■次世代自動車の普及を見据え、駐車場への充■環境問題の顕在化・深刻化により次世代自動車
電施設等の設置など、駐車場分野からも環境問※11を普及させるための取組みが推進されている。
題に貢献する取組にっいて検討する。

、イブリツド自動車、電気自動車、プラグィンハイブリylC自動車、燃料電池自動車等のこと。

.、

、、ー

0血

~個別施策(抜粋)

一卑訊

.

<長崎駐車場マップ>

■武虹

■■町

臼^ニ=^=噐

'

ー^^

の有効活用

長崎駐車場マップ

【基本施策C-3】 【個別施策】
新たな機能付加による駐車場の有効活用 2 駐車場への力ーシエアやシエアサイクル等の設置

【現状】 【対策】

■ICTの発達により、全国的にM舶S (Mobi"was ■駐車場への力ーシエアやシエアサイクル等の設置
aservice)※12の導入が推進されており、 MaaSの などにより、駐車場分野からもMaaS導入に貢献す
実現による地域課題の解決が目指されている。 る取組みにっいて検討する。

、※12 1CTを活用し、マイカー以外のすべての交通手段によるモビリティ(移動)を1つのサービスとしてとらえ、シームレ

N●ga5aki parki"9 Map

ー^ー^斐叢ミ、ー

=島窒^^^

J
^

1巨'M円ハロ

【個別施策】

1充電施設等の設置促進

ず

百く

長酔市北地■【広ぜ1

^に相交流20OVまたは10OV
屯芯

を使用

声屯 5~8時賜星厩で満充亀が可耗

住宅扇斯や賓泊趣股・商典施投など
訟広唱所

異碕聞駐する場所での和」用にお▼▼め

急璃売器に比ぺて投●導入費用の
詩叡がJ少ない

しよつて'ウ享冒.

・1

ーー^

スにっなぐ新たな「移動」の概念。利用者はスマートフォンのアプリを用いて、交通手段やルートを検索、利用し、運
賃等の決済を行う例が多い。

>

f

<充電設備の種類>

'^^

奄

<MaaSとは>

竪「工扇一η
'松

9

砥琵

兄'Ⅱ 30分で80鶚程度の充口髄

ーつのサーヒスとして提供 検素予約決済

1

、
^^^^^^^^^^^^^

に三相交癌200νを使用

充電スタンド

持痘

窯軍種によつτ

【出典】(一社)電動車両用電力供給システム協議会HP

殴用
コンセント

^●

゛竃ユ

逼充に比ぺて段畑導
担がスきい

'りま寺

^

、

奇しυ生暑座質
^封応

0密の也冒寄】

^
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、___孕」!り旦杢趣MaaSの苹1竺(」ヨヨニ三ミ1血芦HP)_ノ

、

<力ーシエア、シエアサイクル設置事例>

10

地域か抱える課題の解决

跡"0的とも一佳化

地岐,直光地

に専ける拝^
判便豊向上

急連充電豊

頃存公共交過
の有効毒昂

令和3年6月

,

外出抽金の
削出と

垢埋話性化

~計画改訂スケジユール(予定)

内容

●都市交通審議会

長崎市駐車場整備計画<改訂版>の素案
●A 3 6月 会 所事項,査

長崎市駐車場整備計画<改訂版>の素案

スーバーシティ
スマートシティの

寅現

^

【出典】三井のりパークHP

令和3年7月

.、

令和3年8月

【出典】サイカパーキングHP

●パブリックコメント

令和3年9月

長崎市駐車場整備計画<改訂版>の素案

定

会'ン
,,9一悼客●蛙宴捷
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長崎市バリアフ1/ーマスタープラン及び長崎市第2期バリアフリー基本構想(素案)
1= バリアフリーマスタープランの定にあたって

1-1.マスタープランの位置付け
戸

「マスタープラン」とは、バリアア上化を促進することが特に必要と認められる地区(移動等円滑化促進地区)を定
め、主に地区内のバリアフリー化を促進するため、市町村が面的・一体的なパリアフリー化の考え方を示すものです。

これまで、本市では、平成26年2月に策定した旧基本構想に基づき、関係機関と連携しながら、主に既存施設の
バリアア上化を推進してきましたが、今後は、マスタープランと基本構想の2つの計画により、より一層のバリアア上化
を推進していくこととします。

なお、マスタープランは、バリアアト法や上位計画である「長崎市第五次総合計画」に即すほか、関連計画との整
合を図り策定します。

、

<長崎市バリアア上マスタープラソの位置づけ>

●高齢者、障害者等の移動等円滑化の促進に関する法律

●移動等円滑化の促進に関する基本方針

^

課題4

フト施策の取組み

強化

長崎市バリアフリー

マスタープラン
創画期出1'令和3年厘~令和7卸廐)

長崎市第2期バリアフリー

基本構恕
。仟配棚瑚:令和3"腔~令和7"堤)

^^^^^^^

【上位計画】●長崎市第五次総合計画

公共交通
都市公圖

教育啓発

~第1編長崎市バリ

2ーバリアフリーをり巻く
2 -1.バリアフリーに関する課題

、

、

特定事業計画

道路・路外駐車場
建築物・交通安全

本市の動向や関係団体等からの意見、市政モニターアンケートの結果などを踏まえ、本市のバリアア上に関する現況:
:を整理し、課題を次のとおり抽出しました。

課題②

歩道のバ'りアフリーイ

の推進

<マスタープランと基本構想の対象地区(イメージ)>

[亟五]

●長崎市都市計画マスタープラン

●長崎市立地適正化計画

●長崎市公共交通総合計画

●長崎市中心市街地活性化基本針画

●長崎市観光・M!CE戦略

●長崎市高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画

●長崎市第4期障害者基本計画

●長崎市住生活基本計画

など

゛
^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^

【関連計画】

[玉面]

1 市の動向

●人口減少・超高齢化社会の進行●「ネットワーク型コソバクトシティ長崎」の都市づくりの取組み

●「100年に一度」と称されるまちづくりの変革期●訪日外国人を含めた観光客の増加

2 長崎市移動等円滑化推進協議会

●ソフト施策の充実 =ソフト施策にっいて、具体的に盛り込む必要

●バリアフリーに閔する知識=事業実施者のバリアブ上に関する知識向上が必要

J

^

匝亟ヨ

リーマスタープラン~

の

匝三亙回

匝亙回
、、

1

、

バリアフリー

マスタープラン

計画期間は、令和3 (2021)年度から令和7 (2025)年度までの5年間とします。

2.計画期間

都心地区

バリアフリー

基本構想

●公共交通機関

・低床車両を更に導入して欲しい・立体横断施設を平面化して欲しい・乗換えが必要な施設は利用しない

●歩道

・点字ブロックの輝度比を確保して欲しい、極力設置して欲しい・段差を改善して欲しい

・石畳舗装の凹凸は歩割こくい・グレーチングの溝が広く白杖がぢbかかる

●交通安全

・音響式信号を付けて欲しい・エスコートゾーンを設置して欲しい

●建築物

・スロープが急こう配で車いすでは使いにくい・看板の内容がわかりにくぃ・サインマークが統一されていない

●心のバリアフリー

・道路上への置き看板等をやめて欲しい・困っている時に声をかけて欲しい

・点字ブロック上で立ち止まったり、駐車しないで欲しい・公共交通車内で席を譲るアナウンスをして欲しし

・車いす使用者駐車施設を適正に利用して欲しい

●バリアフリー情報の発信

・バリアア上箇所を積極的に情報発信して欲しい・バリアア上された施設を選んで行く

4 市政モニターアンケート

歩道のバリアフリー化が進んでいないと感じる市民が多い●歩道 才

「心のバリアフリー」という言葉を知らない市民が多い●心のバリアフリーの認知度⇔

5 その他

●特定事業の着実な実施=特定事業の着実な実施が図られていない

パリアフリー

本想

<バリアフリー1こ関する現況>

縦都市"画マスタープランに定める
「将来都市造図」等に基づき促進
地区を設定

,、・・・・・・・・・ー・[1亘亟三1

パリアフリー

本構想

重貞整備地区

可

将来

゛

移動等円滑化

促進地区

匝回

匝三詞

ノてIJアフリー

マスタープラン

パリアフリー

基本構想

ー゛

、

課題1

まちづくりの方向性を

踏まえたバ'りアフリー

化の推進

<バリアフリーに関する課題>

課題5

バリアアー事業の

着実な実施

課題3

心、のハリアフリーの

認知と取組みの強化

"

.
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一
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一
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~第1編長崎市バリリーマスタープラン~

3ーバリアフリーの進にする基理念・基方
3-1.基本理念

これまで、旧基本構想には、パリアア上に関する基本理念を定めていませんでしたが、マスタープランの策定を契機と
し、本市のバリアフリーの推進に関するイメージを市民の皆様をはじめ、施設管理者や関係機関等と共有するため、新
たに基本理念を定めることとします。

基本理念は、バリアフリー・ユニパーサルデザインのまちづくりにより、高齢者や障害者はもちろんのこと、本市を訪れる
'来訪者も含め、だれもが安全・安心、・快適にすごせるまちとなるイメージが伝わるよう、次のとおり定めます。

【基本理念】

「住む人も訪れる人も、だれもが安全・安心・快適にすごせるまち」

2.基本方針
f

3

基本理念の実現に向け、旧基本構想に定める基本方針や本市のバリアアトに関する課題を踏まえっつ、バリアフ
,リーの推進に関する基本方針を次のとおり定めます。

基本方針1 ユニバーサルデザインを基本としたバリアフリー化の推進

・「どこでも、だれでも、自由に、使いやすく」というユニバーサルデザインの考え方を踏まえ、各種施設等の整備を推
進します。

・特に、多くの市民や観光客などの来訪者が利用する施設や観光地などのパリアア上化と、これらをっなぐ歩行

空間のバリアフリー化にっいては、まちづくりの方向性との整合を図りながら重点的・一体的に推進します。

ほた、既にバリアフリー化が図られた箇所においても、利用者の意見を聞きながら、定期的な修繕・改良に努めま

す。

基本方針2 公共交通のバリアフリー化の推進

・多くの市民や観光客の移動を支える路線バスや路面電車、タクシーなどの公共交通車両のバリアア上化を

進します。

・主要な旅客施設においては、交通結節点としての機能を強化し、円滑に乗り継ぎができる環境を整えます。

基本方針3 みんなが支え合い、つながる心のバリアフリーの推進

・市民一人ひとりがバリアフリーに対する理解を深めるため、啓発・広報活動などの取組みを推進します。

・手助けや声かけなど具体的な行動にっなげていくため、幅広い教育活動などの取組みを推進します。

・長崎を訪れる多様な人々を含め、だれもが不自由なくすごせるように市民や事業者などど窃働して心のパリアフ

リーを推進します。

基本方針4 バリアフリー情報の充実と発信

・バリアア上に関する情報の充実を図るとともに、どこでも、だれでも、自由に、必要な情報を受け取ることができる

環境を整え、情報発信を行います。

基本方針5 連携と協働による段階的・継続的なバリアフリー化の推進

・バリアアー化は、関係機関が多岐にわたり、費用や整備内容の面でも短期間で完了することが難しい場合もあ

ることから、関係機関が連携・1窃働し、段階的・継続的な取組みによるスパイラルアップを行いながら、バリアフリー
化を推進します。

バリアア上事業を着実に実施していくため、移動等円滑化推進協議会などによる定期的な進行管理や検証を

行うとともに、必要に応じて見直しや新たな取組みを行います。

4-

4 1.
^

〆

移動等円滑化促進地区は、バリアフリー法1こ定める要件を踏まえるとともに、長崎市立地適正化計画の「都市機
能誘導区域」を基本として、主に商業系用途地域などの公共交通の利便性が高く、徒歩圏内に都市機能が集積す
る5地区(都心部、都心周辺部、北部地域拠点、東部地域拠点、南部地域拠点)を設定します。
なお、都心部地区にっいては、長崎市中心市街地活性化基本計画(第2期)に定める「第2期長崎市中心市

街地活性化基本計画区域」を重ね合わせ、区域が広い方で設定することとします。
また、都心部地区における松が枝地区では、岸壁延伸(2バース)事業が進められており、現在は、海域となってい

ますが、一体的なバリアフリー化を図るため、同事業の区域も追加することとします。

動等円;ヒ進地

移動等円滑化促進地区

ノ

、

甲,'゛t ,r

北部地域拠点地区

<移動等円滑化促進地区>

都心周辺部地区

゛

0

宅
南部地域拠点地区

東部地域拠点地区

0

都心部地区

J

'コ

ノ、、

゛

又

0 や

移動等円滑化促進地区
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~第1編長崎市バリアフリーマスタープラン~

4-2.地区の特性を踏まえたバリアン上化の基本的な考え方

1)都心部地区

ア位置・範囲

宝町

<都心部地区>

" マーカススケエフ異崎

、千代町

賦■ 廟■..

f

崎駅前ターミナ1

.

フミュプ手サ長碕

0
ホテルニユー畏峅

一〕

長崎光ターミナル駐

長喝駅前

"プ、、一司 19L 邑1 文化歯設建設1魯ご'七、:.""甚町近麟公■地蝕地、
長嶋市立図書館五島町 市斤舎

J'
長鴫腎病院

ー、'

1、,ヂーー^

甚崎

田苗駐軍場

金事柱所

π___'.Lゞ*"」゛

「

鵬●獣;胴"御M
嶋歴史宜化博物並

,ー、 県立並如土資料
セン,ー(障註中)

ノ

畏嶋中交郵便昌

出昌ワーコ

崎楳JA会

文化会酋

、

ハマウロス4 1

邑百翼店

長崎港ターミナル

長崎税閑

出島病院

嶋美術昔

長崎水辺の轟分血

1

1

別詑

嶋中学校

叩和会病院

ながさき内剥・りウマチ

ン思案橘

桜町

父、R恐ビ1べ
イ

主な関連業

・九州新幹線西九州ルート整備事業 ・JR長崎本線連続立体交差事業
・長崎駅周辺土地区画整理事業 ・交流拠点施設整備事業
・松が枝国際観光船ふ頭2バース化 ・新市庁舎建設事業
・市街地再開発事業(新大工町・浜町)・都市計画街路整備事業
・県庁舎跡地整備 ・新文化施設整備事業(市庁舎本館跡地)
・桜町近隣公園整備事業(市庁舎別館跡地)

※1 人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口(H28)の構成比を
用いて按分した数値である。

※2 バリアブト法の旅客施設に該当する施設を記載。

ウバリアフリー化の基本的な考え方

「100年に一度」と称されるまちづくりと連携したバリアフリー化の推進

・都心部地区では、陸の玄関自である長崎駅周辺の整備や海の国際玄関口である松が枝国際観光船ふ頭の

2バース化、さらには新市庁舎建設など「100年に一度」と称されるまちづくりの変革期を迎えており、これらま

ちづくりと連携したバリアア上化を推進します。

生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアアト化の推進

・本市の中心部として、多くの市民が利用する官公庁施設をはじめ、商業、医療、文化施設など様々な都市機

能が集積していることから、これら施設はもとより、多くの観光客が訪れる大浦天主堂やグラバー園など観光施

設のバリアアト化を推進します。また、これら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアフリー化を推進します。

なお、地形的制約などによりバリアアー化が困難な場合もあることから、「心のパ'りアア上」にっながる取組みを

推進します。

③まちなか及ぴ観光地周辺における回遊性の向上

・歴史的な文化や伝統に培われた長崎の中心部であるはちなか」や観光地周辺においては、ユニバーサルデザイ

ンによるわかりやすい案内の充実などにより、訪日外国人観光客を含めた回遊性の向上を図ります。

長嶋市杜金繕祉会酋

市言桜町駐軍場

鉄道施設

軌首設

バスターミナル

船舶ーミル

24,550人

約298へクタール

都市機能誘導区域、第2期長崎市中心市街地活性化基本計画区域

長崎駅

長崎駅前電停、新地中華街電停、浜町アーケード電停、諏訪神社電停

長崎新地ターミナル、長崎駅前ターミナル

長崎港ターミナル、長崎港松が枝国際ターミナル

ぐ

燭乳キ廟中

.崇橋寺

【凡例
県言常控駐

県言常垂駐草鳩{南}

市言栓が技町鰯2駐車堪

市営栓が枝町畦車場

松が枝国際ターミナル

ガサキビースミュージアム

般が柱■際夕きナル駐享場

委察暑 .

嶋親務苓

グラパ四

醗、

イ地区の概要

0都心部地区は、本市の中心部として様々な都市機能が点在してぃます。

0陸の玄関口である長崎駅や海の玄関口である長崎港ターミナル、さらには海の国際玄関口である松が枝国際ターミ
ナルをはじめ、多様な公共交通機関が集積しています。

0さらには、世界文イビ産に登録された大浦天主堂や旧グラバー住宅をはじめ、国指定史跡出島和蘭商館跡など、
歴史的文イヒ産や観光施設が多く存在しています。

0また、「100年に一度」と称されるまちづくりの変革期を迎えています。

,"."
長絢市中交保偲センター

墨典勤労格社金並

市民金館

魚の町公即

【之

大波止

憂崎蛭興
務郵

出島

痴訪神社

長鴫家庭・価吊驫判所

出表門断公■

゛
゛

、

'毛、 A/'
移動等円滑化促進地区

、、゛A/

生活関連施設:高齢者、障害者等が日常・社会生活において利用する旅客施設や官公庁施設、福祉施設な
どのこと。

生活関連経路:生活関連施設相互問の経路のこと。

シ「1'・_生,
新大工尊開畳ビル.-1

出

J

新地中華街

゛

長崎新地ターミナル

メディカルセンタ

ー^

西浜町

゛、、

新大丁問

桜町小学些

公昏牡

浜田1アーケード

/

(生活関連経路)】

特定道路

生活関連軽路(既設定)

生活閏連軽路(新規)

【凡例(生活関'設)】

^旅客施般
冒公斤等

椴育・文化施般排

《》保健・医療・柵祉施設
商業施設

公,運動施設

霞光施設

^路外駐車場
《》その他

貫 J(ス停

人口(令和元年)

地区の面積

地区の位置付け

大浦海岸

桜鵬堪地区
ふれあいセン,ー

+餐会痢読

乍工

墨崎みなιy〒イカルセンタ

長崎市戻令酋、市昆体腎鯨

市営墨埼市民会蛇地下駐車府

鴫市夜間急底センター

中島Ⅱ分国

扉訪小学校

.

W大
崎りハビリ手ーシ胃ン癖院

長崎市市呼'揺プラザホル

^

主な公共交通
機関 2

禦1

.
゛
存

K
・

.
ず
・
.
゛.

.

゛
、
゛
、

t
争

ノ
"

゛
゛

思

゛

烏.
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興
,
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~第1編長崎市バリアフリーマスタープラン~

②都心周辺部地区

ア位置・範囲

t

◆

f

0都心周辺部地区は、都心部地区の北部に位置し、地区内ではjR、路面電車、路線バスが運行しています。

0浦上駅やココウォークバスセンター周辺を中心、に、大型商業施設や文化施設、医療・福祉施設といった都市機能が
集積しており、平和公園、原爆資料館、浦上天主堂といった国内外から多くの観光客が訪れる施設も立地していま
す。

0現在、浦上駅周辺においては、JR長崎本線連続立体交差事業による鉄道施設の高架化に伴う再整備が進ん
でいます。

0また、三菱重工業幸町工場跡地においては、サッカースタジアムを中心とした商業施設、ホテル、オフィスなどの複合
開発である「長崎スタジアムシティプロジ丁クト」が進行.しています。

0さらには、長崎南北幹線道路が平和公園(西地区)内の複数のスボーツ施設上空を通過する計画であることか
ら、平和公園(西地区)のあり方やスポー'y施設の再配置などの検討が進められています。

、

.
゛
亀
亀
'

主な関連・.

・JR長崎本線連続立体交差事業・長崎スタジアムシテイプロジエクト・川ロアバート
・(仮称)平和公園再整備事業

※1 人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口
用いて按分した数値である。

※2 バリアフリー法の旅客施設に該当する施設を記載。

ウバリアフリー化の基本的な考え方

①浦上駅周辺の再整備や長崎スタジアムシティプⅡジ土クドと連携したバリアフリー化の推進

・都心周辺部地区では、浦上駅周辺の再整備や三菱重工業幸町工場跡地におけるサッカースタジアを中心と

した複合開発である「長崎スタジアムシティプロジエクト」が進行しており、これらまちづくりと連携したバリアフリー

化を推進します。

②生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路の怨りアフ、リー化の推進

・浦上駅やココウォークパスセンター周辺には、障害福祉センターをはじめとした医療・福祉施設や文化施設、大

型商業施設など多くの市民が利用する生活関連施設が集積していることから、これら施設のバリアフリー化や

施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアア上化を推進します。なお、地形的制約などによりバリアア上化が

困難な場合もあることから、「心のバリアフリー」にっながる取組みを推進します。

③平和公園周辺にお付る回遊性の向上

・平和公園周辺には、多くの市民や国内外からの観光客が訪れる本市の重要な施設が多く存在することから、

ユニバーサルデザインによるわかりやすい案内の充実などにより、訪日外国人観光客を含めた回遊性の向上を

図ります。また、長崎南北幹線道路の事業化(予定)に伴う、平和公園(西地区)の再整備に当たって

は、平和公園周辺の回遊性の確保に配慮した検討に努めます。

゛

「ニ

亀

^阜

^

.
一

乃
゛

■
■
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.

、
亀
.



~第1編長崎市バリアフリーマスタープラン~

③北部地域拠点地区

ア位・範囲

主'連業

※1 人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口(H28)の構成比を
用いて按分した数値である。

※2 バリアフト法の旅客施設に該当する施設を記載。

ウバリアフリー化の基本的な考え方

0

器。

、J

プ
__/
C

<北部地域拠点地区>

ロく》

《ヲ

8

コ

心

【凡例(生活閏設)】

^焦客篤設
官公庁等

^数育・文化施設等
商業篦設

その他の施設

i{ス停

移動等円播化促進地区

0

赤

゛

口

口

＼

、

口

壱

＼＼一ψ

g

昭和町'

JR西浦上駅
0

゛.

齢凡,
゛

覗

弐§、
0

^

.価■■■●.

、、"升,b、_.;'諭会

イ地区の概要

0北部地域拠点地区は、長崎市の北部に位置し、地区内では」Rや路面電車、路線バス、乗合タクシーなどが運

0一般国道206号沿いに都市機能が集積しており、特に西浦上地域センターがあるチトセピアには大型商業施設をは

都市機能誘導区域

西浦上駅

長崎大学電停、千歳町電停、住吉電停、赤迫電停

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

弐

行しています。

じめ文化施設などの施設が集積しています。

人口(令和元年)脚 4,713人

約53へクタール

0

CP゜

ーノ

゛

1

αニコ

千歳町

,、'ず

陥地区の面積

レ・ ス

セン

ι』長市役所教育委員会北公足館

ー、

.

0

地区の位署付け

K,ームガーー、
合

,^0

①生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアフリー化の推進

・北部地域拠点地区では、一般国道206号周辺に大型商業施設や文化施設などが立地しており、J R

や路面電車、路線バス、乗合タクシーなどが運行していることから、生活関連施設のバリアア上化やこれら施

設と公共交通機関を結ぶ経路のパリアア上化を推進します。なお、地形的制約などによりバリアフリー化が

困難な場合もあることから、「心のバリアア上」にっながる取組みを推進します。

②商業地区での安全な移動と回遊性の向上

・西浦上地域センター周辺においては、大型商業施設と連続した広域型の商店街が形成されていることから、

安全な移動と回遊性の向上を図ります。

主な公共交
通機関難2

0

'>

0

鉄道施設

道施設

バスターミル

船ターミナル

、
＼
.

0

②
.
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~第1編長崎市バリ

④東部地域拠点地区

ア位置・範囲

リーマスタープラン~

地域拠点地区>'、.・11^:i・・、、魯f・、

蜑毛゛111普・,亀ぎ▲量1島 laι,1《1"無§岬、轟踊r明扉都'畢誕畊N轟踊r明●峨紺珍
モ剛゛尾をj"!1薪越^轍繍瓢、酒1゛'壁妾髪二越逢'孟ず1'、、!^瓢气ミ1^武之琴瓢爾駈li平,智戸啄亘武、j誇鄭触盲1'i@,・智ヲ廓生一製容'、NI、ル歯凱'晩6i盲゛

ミ重璽、が11-、'・、t二・1!趨風ξWに1^§,薪、、痴"',1 0ILI;墜温・
吋御が、こ、
'●寵獣fξ、"'倉、岫性酬趨創,.、^本",名1心、シピンセン

'角,、鍬ゞ',"'・・、、.御"ー"

f

:'東部地域拠点地区は、長崎市の東部に位置し、一般国道34号沿道に、大型商業施設や医療施設などが立地し
:ており、路線バスが主要な公共交通機関となっています。

イ地区の概要

人口(令和元)棄1

地区の面積

地区の立付け

主'公共父通
機関鞭2

⑤南部地域拠点地区

ア位置・範囲

主な連事業 ・東長崎土地区画整理事業

÷1 人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口(H28)の構成比を
用いて按分した数値である。

※2 バリアア上法の旅客施設に該当する施設を記載。

ウバリアフ上化の基本的な考え方

1 生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアフリー化の推進

・東部地域拠点地区では、一般国道34号周辺に大型商業施設や医療施設などが立地しており、路線バ

スが主要な公共交通機関となっています。このため、生活関連施設や主要なバス停から施設に至る経路のノ

リアアト化を推進します。なお、地形的制約などによりバリアア上化が困難な場合もあることから、「心のバ1

アア上」にっながる取組みを推進します。

鉄道設

軌道施設

バスターミナル

舶ターミナル

948人

約24へクタール

都市機能誘導区域

、、,1^・や'うlr゛'ン、や、ミンユ毛、1蔦:!."1、.画}、・",・,・鳥j蕪':!.
ハ・'候一ゞ1魚""'"""'・・・・.゛ゞ彬',ゞ;無""'"""'・・・・・
,腿・誕直冨風置、ン毛戸毛毛詠子マ、'

【凡例(生活関連施設)1

^官公庁等
^保電・医療・福祉施設

商禦施設

バス停

f.^珍動等円決化促遭地区
属、・、じミミト t武11.
.仔ケ=こ之ト゛

【凡例(生活関逕経路)】

生活闘経路(新親)^■^●■

f

、^Y 浸..しV^mⅧ{1Ui^

<南部地域拠点地区>

:・南部地域拠点地区は、長崎市の南部に位置し、県道香焼江川線沿道に、大型商業施設や医療施設などが立地
:しており、路線バスが主要な公共交通機関となっています。

イ地区の概要

人口(令元年)楽1

地区の面積

地区の位置付け

井

16

センタ

民センタ

^

'な左§,キタ:^
機関滋2

主な関連業

※1 人口(令和元年)は、立地適正化計画で示されている各都市機能誘導区域内人口(H28)の構成比を
用いて按分した数値である。

※2 バリアヂ上法の旅客施設に該当する施設を記載。

ウバリアフリー化の基本的な考え方

1 生活関連施設及びこれら施設と公共交通機関を結ぶ経路のバリアフリー化の推進

・南部地域拠点地区では、県道香焼江川線周辺に大型商業施設や医療施設などが立地しており、路線バス

が主要な公共交通機関となっています。このため、生活関連施設や主要なバス停から施設に至る経路のバリア

フリー化を推進します。なお、地形的制約などによりバリアンー化が困難な場合もあることから、「心のバリアフ

リー」にっながる取組みを推進します。

鉄L施設

軌道施設

バスターミナル

船ターミル

1卵高、

1,472人

約26へクタール

都市機能誘導区域

ーーー、
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~第1編長崎市バリアフリーマスタープラン~

5一生、連☆・生連
5-1.生活関連施設・生活関連経路設定の考え方

①生活関連施設設定の考え方

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

常に多数の人が利用する施設
高齢者、障害者等の利用が多い施設

②生活関連経路設定の考え方

●より多くの人が利用する経路
●生活関連施設相互のネジトワークを確保
●市の関連計画との整合や地形制約の考慮

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

※各移動等円滑化促進地区における生活関連施設及び生活関連経路は、P13~P16の区域図参照

5-2.生活関連施設・生活関連経路のパ'りアア上化に関する事項

①バリアフ上化の促進に関する考え方

基本方針を踏まえ、パリアン上に関する各種基
準等やまち歩き点検・ワークショップ等での意見に留
意し、生活関連施設と生活関連経路の面的・ー
体的なバリアフリー化を促進します。なお、ハード整備
においては、構造上の制限や財源確保など様々な
課題はありますが、ソフト施策を交えながら、関係機
関と連携・協働し、それぞれができうる取組みを実
施しながら本市のバリアフリー化を促進します。

、

2

まち歩き点検やワークショップ等の意見等を踏まえ、施設や経路の整備に当たっての配慮事項を次のとおり整理し
ました。施設や経路の整備に当たっては、可能な限り配慮事項を踏まえた整備に努めることとします。なお、今後の社
会情勢の変更等により、配慮すべき事項もさらに多様化することが想定されますので、国の動向等を踏まえ、これら以
外の事項にっいても留意していくこととします。

バリアフリー1こ関する配、事項

、

、

分野

・段差解消に努める。

・傾斜路の縦断勾配は、各種基準に適合させるよう努める。

・視覚障害者誘導用ブロックの適切な設置に努める。
・ブロック部分を容易に識別できるよう輝度比の確保に努める。

・ピクトグラムの活用など、内容が容易に識別できる案内板等の設置に努める。案内板等
・デザインの統一に努める。

車両・船舶 ・低床車両などバリアア上化された車両や船舶の導入に努める。

・車いす使用者用の駐車施設である旨の表示に努める。
駐車区画

・幅の広い駐車区画の確保に努める。

・横断歩道に接続する歩道の部分の縁端は、車道の部分よりも高くするものとし、その段段差
差は2Cmを標準とするよう努める。

・平坦で滑りにく<、かっ、水はけの良い仕上げとするよう努める。道路 歩道舗装
・経年劣化や損傷による舗装の不陸やがたっきの修繕に努める。

・車いすのキャスターや白杖の先などが落ち込むことがないよう、グレーチングの溝が細かい排水施設
ものや滑りづらさ1こ配慮するよう努める。

交通安全エスコートゾーン・横断歩道と歩道の接続部など、エスコートゾーンの不連続が生じないよう努める。

フノーに関ノ、 1

する各種基凖等

項目

段差

傾斜路

視覚障害者誘
導用ブロック

共通事項

分野

共通事項

公共交通

駐車場

ι§,キつと^

・声かけや手助けの実施に努める

・高齢者、障害者等のための施設(トイレ、駐車施設、エレベーター、優先席、車いすスペース等)の適
正利用への配慮に努める。

,わかりやすい乗換案内に努める。
・わかりやすい行先案内に努める。

・視覚障害者誘導用ブロック上への路上駐車や路上駐輪の防止に努める
・歩道上への置き看板や置き荷物などの防止に努める。

<バリアフリー整備に閲する配慮事項>

配事項

各施設管理者等と連携しながら情報収集を行い、バリアフリー情報を一元化したバリアフリーマップの作成と発信に
,努めていきます。なお、バリアアトマップには、どこに障害 UWア)があるのかも併せて記載するよう努めます。

生活関連「施

まち虫き占検・
ワーク' フ等

道路

バリアフリーにするソフトのみ

6 1.心、のバリアフリーとは

「心のバリノリー」とは

》様々な心身の特性や考え方を持っすべての人々が相互に理解を深めようとコミユニケーションをとり、支え合う
こと。

》ユニバーサルデザイン2020行動計画(平成29年2月ユニバーサルデザイン2020関係閣僚会議決定)にお
いては、次の3点が「心のバリアア上」を体現するためのポイントとして示されている。

面
ノξリ

<心のバリアフリーに関する配慮事項>

配慮事項

・一体
フリー化

^

3.バリアフリーマップにっいて

、

生活関連経

な

促進

・市のホームページ等を活用したバリアアーに関する情報の発信
・パソコソ、スマートフォン等を利用した誰でも簡単に検索できるバリアフリーマップの作

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

:①障害のある人への社会的障壁を取り除くのは社会の責務であるという「障害の社会モデル」を理解すること。1
1②障害のある人(及びその家族)への差別(不当な差別的取扱い及び合理的配慮の不提供)を行わ 1

゛

ないよう徹底すること。

1③自分とは異なる条件を持っ多様な他者とのコミユニケーシヨンを取る力を養い、すべての人が抱える困難や 1
1痛みを想像し共感する力を培うこと。 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

6
f

次のような取組みを実施することで、障害(バリア)がどこにあるのかを「知る」、特性を「理解する」、困っている人に:
,「気づく」、積極的に「行動する」にっなげ、みんながさ支え合い、つながる心のバリアフリーを推進します。

2.心のバリアフリーに関する取組み

バリアフリー理解向
上やマナー意識向
上に向けた取組み

サボート体制
の充実

・学校教育などによる心のバリアアト授業の実施
・市民や施設の職員に対するバリアフリー体験、講座、研修等の開催
・パラスボーツ体験
インターネットやバソフレット等による啓発活動
・ヘルプマークやへルプカードの普及・啓発

バリアフリー情報の
発信

手話通訳者、ボランティア等の養成
観光客等に対するバリアア上モデルコースの紹介
車いす、筆談器具等の貸出

6
f

1
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長崎市第2期バリアフリー基本構想~

2 バリアフリー基想の定にあたって

.基本構想の位置付け
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

「基本構想」とは、バリアフリー化事業を実施することが特に必要と認められる地区(重点整備地区)を定め、主に
地区内の既存施設等を対象としたパリアア上化の事業計画のことです。基本構想には、以下に示す特定事業を位
置づけることとなり、これらは計画に沿った実施義務が課せられることから、重点的信十画的なバリアア上化を推進する
ことができます。

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

'なお、基本構想は、「長崎市バリアア上マスタープラン」に即し、策定します。
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

.マスタープランで掲げる考え方に基づき、生活関連施設と生活関連経路のバリアフリー化を促進します。 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

<長崎市第2期バリアフリー基本構想の位置づけ>

●高齢者、障害者等の移動等円滑化の促進に関する法律

●移動等円滑化の促進に関する基本方針

^^^^^^^^^^

長崎市バリアフリー

マスターブラン
(,1画捌剛1:イ:和3"壇~令和7郁度)

^^^^^^^

長崎市第2期バリアフリー

基本構恕
1 '期 m :イ;利13年堤~令駒1フヰ.1父)

上位計画】●長崎市第玉次総合計画

^^、

r

特定事業計画
公共交通・道路・路外駐車場

公共交邑特定
ノンステ、yブバスの導入

・都市公園・建築物・交通安全
1・教育啓発 1,・教育啓発 1
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

2- 重点整地X

【関連計画】

●長崎市都市計画マスタープラン

●長崎市立地適正化計画

●長崎市公共交通総合計画

●長崎市中心市街地活性化基本計画

●長崎市観光・MICE戦略

●長崎市高齢者保健福祉計画・介護

保険事業計画

●長崎市第4期障害者基本計画

●長崎ホ住生活基本計画

など

2-1.重点整備地区
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

重点整備地区は、バリアフリー法に定める要件を踏まえるとともに、長崎市バリアアトマスタープラソで「移動等円滑
化促進地区」に位置付けた5つの移動等円滑化促進地区のうち、日平均利用者数が5,000人を超える旅客施設
(特定旅客施設)があり、かっ生活関連施設が高密度に集積している、「都心部地区」と「都心周辺部地区」の2

地区を設定します。

道路特定
書者誘導用

ホームドアの設砥等

ロ、

'、

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

<特定事業イメージ>

路外駐車場特定
車椅子使用者用駐車区画
の等

重点整備地区

(想定される亊業)

1・小中学校におけるバリアフリーに関する教 UWアフリー教室)
1・公共交通寧業者におけ酎妾遇の向上に向けた研修の実施
1・障杏者用Nレ、鉄道・バスの優先席、鉄道駅等のエレベーターの適正利用
1 に関する広穀啓発の染中的な実施 、、

1とする支纒にっいて理解冒るための講演厶等小字生による厶共交通の
、ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

出典:移動等円滑化促進方針・バリアアト基本構想作成に関するガイドラインの改訂にっいて(国土交通省)

牢道との段差解消

.

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

4】コ R2,Q」アフリー法改正により、従来の八ード '.に関す

^

都市公困特定
回路の段差解消
隠轡者対応型Nレの整偏等

建築物内のエレペーター

等の段差解消

交通安全特定
音嘗式号機
残り時間のわかる

.

害者対応型Mレの

<重点整備地区>

都心周辺部地区

^^^^^

に加え、新たにソフ

【教啓発特定事縦のイメージ】

『

号機

エスコートゾーンの設置

^^^^^^^^^^^^^^^^^^

.

2 2.地区の特性を踏まえたバリアフリ化の基本的な考え方
゛■^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

1 マスタープランで掲げる、移動等円滑化促進地区(都心部・都心周辺部)のバリアア上化の基本的な考え方と同:
1様の考え方に基づき、重点整備地区のバリアフリー化を推進します。:^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

18

を創設

生連を・生連'

1.生舌関連施設・生活関連経路設定の考え方

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

'マスタープランで設定している生活関連施設・生活関連経路を基本構想に位置付けます。:
^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

3-2.生活関連施設・生活関連経路のバリアア上化に関する事項

^

都心部地区

●
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

'
ー
ー
ー
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ー
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4
4

特定事業の実施予定期間は、次の通りとします。

1.特定事業の実施予定期間

すべき定

短期

中長期

4-2.実施すべき特定事業

本基本構想に基づき実施すべき特定事業の主な事業内容を以下のとおり定めます。実施する特定事業の詳細は、
:以下の内容に基づき、基本構想策定後に作成する特定事業計画に委ねられることとなります。

なお、旧基本構想における未完事業にっいては、原則として引き続き特定事業に位置付けることとします。
短期
中長期

令和7 (2025)年度までの整備完了を目標として取組むもの(今後5年間)

令和8年(2侃6)度以降も継続的に取組むもの

特定
事業名

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

象施設
(整備箇所)

路面電車

立§,キつと^

乗合バス、貸切バス

タクシー

事業者

鉄道車両

旅客船

実施内容

バリアフリー車両の導入

車内の車いすスペース確保

バリアフリー車両の導入

車内の車いすスペース確保

ユニバーサルデザインタクシーの導入

長崎駅前・新地中華
街電停

(5,000人/日以上)

交通事業者

道路

特定

建築物

交通事業者
道路管理者

重点整備地区内の特
定道路・生活関連経
路

車内の車いすスペース確保

段差の解消

車いすスペースの確保

エレベーターの設置

対象施設
(整備箇所)

重点整備地区内で生
活関連施設に設定し

た特別特定建築物

交通安全

路外駐車場

実施
時期

短期
中長期

有効幅員の確保

歩道の設置

十分な歩道幅員の確保

歩道の段差、勾配の改善

横断歩道又は車道接続部における段差、勾
配の改善

車両乗入れ部の勾配の改善

連続性のある視覚障害者用誘導プロックの
設置

舗装の改善

(歩道の平坦性の改善)

立体横断施設や地下歩道のバリアフリー化

電線類地中化

障害者等駐車スペースの確保等
車いす等の対応に関する整備

視覚障害者用誘導ブロックの設置

歩道表示の設置(カラー舗装化)

園路、便所のバリアフリー化

重点整備地区内の特
定道路・生活関連経
路

ノ

都市公園

重点整備地区内で生
活関連施設に設定し
た駐車場

重点整備地区内で生
活関連施設に設定し
た都市公園等

道路管理者

教育啓発

事業者

短期
中長期

国
長崎県
長崎市

中長期

短期
中長期

短期
中長期

短期
中長期

ソフト事業

公安委員会

高齢者や障害者が安心・安全に利用できる
出入口やトイレ、廊下等の整備等

長崎県
長崎市

長崎市

実施内容

障害者対応信号機(音響装置付信号機)の
設置
エスコートゾーンの設置

長崎県
長崎市

短期
中長期

その他

国
長崎県
長崎市
交通事業者

ソフト事業

学校と連携して行う教育活動

長崎市

観光

交通事業者

啓発活動の実施に関する事業

実
時期

短期
中長期

公安委員会

道路管理者

公安委員会

その他の電停

(5ρ00人/日未満)

短期
中長期

バリアフリーマップの作成

車両等内におけるアナウンスの実施、視
覚・聴覚情報の提供

交通安全意識の啓発、指導

違法駐車・駐輪防止の啓発、取締りの強化

バリアフリーに関する情報提供

案内サインの設置

休憩用べンチの設置

有効幅員の確保
スロープの設置(※平面交差が可能となっ
た場合:諏訪神社、宝町)

長崎市

短期
中長期

短期
中長期

交通事業者
道路管理者

短期
中長期
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各地区のバリアア上化の円滑な推進と実現を図るためには、一体的で連続的な取組みを実践する必要があるため、
:市民および行政、施設設置管理者等が連携しっつ、各々の役割を踏まえ協働でバリアアー化の推進に取組みます。

バリアフリーの推進に当たって~

民び一政施E三理との連

市民

<バリアフリー化の推進に向けた役割>

加けマ心

. による進

行政

へ構践
の想
積の
極推
的進
なに
参向

~計画策定スケジユール(予定)

施・

2ースパイラルアップによるバリアフリーの進

市民や関係者等の意見を踏まえっつ定期的に事業の進捗状況を把握、管理し、事業評価を行うPDCA 信十
画・実施・評価・改善)サイクルによる継続的な取組みを実践し、バリアフリー化を推進していきます。

また、マスタープランや基本構想にっいても事業の進捗状況や市民意向、周辺状況の変化等を踏まえ必要に応じて
見直します。

時期

令和3年6月

内容

動;ヒ進. 昌^

長崎市バリアフリーマスタープラン・長崎市第2期バリアフリー基本構想の素案

●厶 3 6 暑^
査=

長崎市バリアフリーマスタープラン・長崎市第2期バリアフリー基本構想の素案

令和3年7月

●崎市バリアフリーマスタープラン・長

A。,

LAN

画:マスター

ン・本想)

令和3年8月

10 N (

令和3年9月

●パブリックコメント

の取組み

、行政、施設管

長崎市バリアフリーマスタープラン・長崎市第2期バリアフリー基本構想の素案

.
. 市全体
北部拠点、
東部拠点、
南部拠点

.

都心部・

都心周辺部

20

2期バリアフリー基本想定

バ0●のの

. 動等円;ヒ進 昌^
^

長崎市バリアフリーマスタープラン・長崎市第2期バリアフリー基本構想の原案

C"EO"
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(事の

ー
プ
ラ
ン
・
基
本
構
想
の
ス
パ
イ
ラ

ス
レ
ア
y

・
市
民
の
意
向
の
反
映

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
実
施
・
適
釖
な

理

,
の

リ
ア
フ
リ
ー
の
啓
発

、

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
実

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
基
本

た
ス
パ
イ
ラ
ル
ア
ッ
プ

協
力


